
　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
に
お
い
て
、
介
護
現
場
に
お

け
る
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
生
産
性

向
上
推
進
体
制
加
算
が
、
短
期
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
や
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
、
多
機

能
系
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
省
統
計
局
に
よ
る
と
、
日
本
の

15
歳
か
ら
64
歳
人
口
は
、
２
０
２
４
年

４
月
１
日
時
点
で
７
３
７
６
万
人
い
ま

す
が
、
２
０
２
３
年
４
月
１
日
と
比
較

す
る
と
25
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
10
年
前
の
２
０
１
４
年
４
月
１
日

と
２
０
２
４
年
４
月
１
日
で
は
15
歳
か

ら
64
歳
人
口
は
、
４
５
６
万
８
０
０
０

人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
は
続
く
も
の
の
、
介
護
ニ

ー
ズ
の
急
増
と
多
様
化
が
進
む
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
介
護
施
設

で
は
、
介
護
の
質
を
確
保
し
て
い
く
た

め
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
施
設
の
生
産
性
向
上
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

あ
た
っ
て
の
工
程
や
事
務
処
理
な
ど
の

過
程
に
あ
る
ム
ダ
を
省
く
こ
と
に
よ
る

合
理
化
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
を
活
用
し
、
人
が
行
う
業

務
と
機
器
に
行
っ
て
も
ら
う
業
務
を
分

け
る
こ
と
で
業
務
改
善
や
業
務
効
率
化

等
が
進
み
、
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
の
改
善
や
効
率
化
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
時
間
を
直
接
的
な
介
護

ケ
ア
業
務
に
充
て
る
こ
と
で
、
利
用
者

と
職
員
が
接
す
る
時
間
を
増
や
す
な

ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
、
向

上
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
利
用

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
担
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
（
Ⅱ
）

の
算
定
要
件
と
し
て
は
、
①
利
用
者
の

安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確

保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
方

策
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
の
開
催

や
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

生
産
性
向
上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

た
改
善
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

こ
と
、
②
見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
1
つ
以
上
導
入
し
て
い
る
こ

と
、
③
1
年
以
内
ご
と
に
1
回
、
業
務

改
善
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
を
示
す

デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
を
満
た
す
こ
と
で
算
定
が

で
き
ま
す
。

　
「
見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

の
要
件
と
し
て
は
、
見
守
り
機
器
、
イ

ン
カ
ム
等
の
職
員
間
の
連
絡
調
整
の
迅

速
化
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
介
護
記

録
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
介
護
記
録
の
作
成
の
効
率
化
に
資

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
見
守
り
機
器
と
は
、
利
用
者
が

ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
状

態
ま
た
は
離
れ
た
こ
と
を
感
知
で
き
る

セ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
当
該
セ
ン
サ
ー
か

ら
得
ら
れ
た
情
報
を
外
部
通
信
機
能
に

よ
り
職
員
に
通
報
で
き
る
利
用
者
の
見

守
り
に
資
す
る
機
器
の
こ
と
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
産
性
向
上
推
進
体
制
加

算
（
Ⅰ
）
で
は
、「
見
守
り
機
器
等
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
複
数
導
入
し
て
い
る

こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
複
数
導
入
の

解
釈
と
し
て
見
守
り
機
器
を
す
べ
て
の

居
室
に
設
置
し
、
イ
ン
カ
ム
等
の
職
員

間
の
連
絡
調
整
の
迅
速
化
に
資
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
す
べ
て
の
介
護
職
員
が
使

用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

介
護
記
録
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
介
護
記
録
の
作
成
の
効
率

化
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
す
べ
て
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
も
要
件
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
間
の
適
切
な
役

割
分
担
と
し
て
、
介
護
助
手
な
ど
を
活

用
し
た
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
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す
。
そ
し
て
、
１
年
以
内
ご
と
に
１
回

の
業
務
改
善
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果

を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
、
利
用
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
等
の
変
化
が
維
持
ま
た
は
向
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
、
職
員
の
業
務
負
担

軽
減
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
総
業
務
時

間
及
び
当
該
時
間
に
含
ま
れ
る
超
過
勤

務
時
間
が
短
縮
し
て
お
り
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
状
況
が
維
持
ま
た
は
向
上

し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
算
定
要
件
か
ら
、
生
産
性

向
上
推
進
体
制
加
算
（
Ⅱ
）
に
お
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
提
出

は
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
効
果
の

有
無
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め

比
較
的
算
定
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
が
調

査
し
た
「
２
０
２
３
年
度
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
人
材
確
保
に
関
す
る
調
査

結
果
」
に
よ
る
と
、８
６
３
施
設
中
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
を
「
導

入
し
て
い
る
」ま
た
は「
導
入
予
定（
検

討
中
を
含
む
）」の
施
設
は
約
79
・
5
％
、

「
介
護
ソ
フ
ト
（
業
務
記
録
・
報
酬
請

求
等
）」
に
お
い
て
は
95
・
8
％
、「
見

守
り
機
器
（
着
圧
セ
ン
サ
ー
・
バ
イ
タ

ル
セ
ン
サ
ー
等
）」
に
お
い
て
は
75
・

4
％
と
回
答
さ
れ
て
お
り
、
高
い
割
合

で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
も
し
く
は
導

入
予
定
の
施
設
が
あ
る
た
め
、
委
員
会

な
ど
の
体
制
を
整
備
し
、
デ
ー
タ
提
出

を
行
う
こ
と
で
生
産
性
向
上
推
進
体
制

加
算
（
Ⅱ
）
の
算
定
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
機
構
が
調
査
し
た
「
２

０
２
２
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
従

来
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
約
48
・

1
％
が
赤
字
の
状
況
で
す
。
ま
た
、
ユ

ニ
ッ
ト
型
の
場
合
で
も
、約
34
・
5
％

が
赤
字
の
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
に
運

営
す
ら
厳
し
い
状
況
の
た
め
、
設
備
投

資
に
費
用
を
割
く
ほ
ど
の
余
裕
が
な
い

所
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算

（
Ⅰ
）で
は
、
見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
複
数
導
入
し
て
い
る
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
業
務
改
善
の
取
り
組
み
に

よ
る
効
果
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
実
際

に
業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
た
実
績
が
必

要
と
な
る
た
め
、
算
定
を
す
る
こ
と
に

対
し
て
後
ろ
向
き
に
な
る
法
人
も
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
の
算
定

に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
業
務
改
善
の

取
り
組
み
に
よ
る
効
果
を
示
す
デ
ー
タ

を
い
つ
か
ら
取
る
か
と
い
う
点
で
す
。

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
は
人
材
不

足
で
あ
っ
た
と
し
て
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

等
を
導
入
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
落
と
さ
ず
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
て

い
く
こ
と
が
目
的
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
業
務
改
善
の
取
り
組
み
に
よ
る

効
果
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
加
算
の

（
Ⅱ
）で
は
、「
利
用
者
の
満
足
度
評
価
」、

「
総
業
務
時
間
や
超
過
勤
務
時
間
の
調

査
」、「
年
次
有
給
休
暇
取
得
状
況
の
調

査
」
が
必
要
で
あ
り
、
加
算
（
Ⅰ
）
で

は
、（
Ⅱ
）に
加
え
て
「
介
護
職
員
の
心

理
的
負
担
の
軽
減
」、「
機
器
導

入
に
よ
る
業
務
時
間
の
調
査
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

加
算
（
Ⅰ
）
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
機
器
等
の
導
入
後
に
3
カ
月

以
上
継
続
し
て
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
月
ご
と
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
た
め
、

事
前
の
調
査
が
必
要
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
生
産
性
向
上
推

進
体
制
加
算
を
算
定
す
る
か
に

関
わ
ら
ず
、
月
ご
と
の
各
デ
ー

タ
の
収
集
を
し
て
お
く
こ
と
を

推
奨
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
を
導
入
し
て
い
な

い
施
設
で
あ
っ
て
も
、
現
状
を

知
る
こ
と
で
改
善
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
を
導
入
し
た
場

合
、
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
な
デ
ー
タ
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
を
活

用
し
て
法
人
組
織
の
改
善
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
と
す
る
こ
と
で
新

た
な
戦
略
立
案
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
、
介
護
業
界
に
お
い
て
先
進
的

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
施
設
の

評
価
も
よ
り
一
層
進
ん
で
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、デ
ー
タ
収
集
・

分
析
・
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
が
、
生
産

性
向
上
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
（
図

表
）。

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
が

新
設
さ
れ
た
背
景

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
の

算
定
要
件
の
整
理

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
の

算
定
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
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【現状イメージ】 【今後の取組】

先進的な事業所 先進的な事業所

【将来イメージ】 【KPIの設定】

（設定に向け検討中の
KPI）

•都道府県の窓口の設
置状況

•介護ロボットやICT
機器の導入状況

•生産性向上の取組を
行っている事業所の
状況

•生産性向上の取組を
行い一定の成果が確
認された事業所の状
況

  （残業時間の削減、有
給休暇の取得）

•職員の配置状況 等

③先進的な事業所の評価（①②に加え）
規制改革 ： 人員配置基準の柔軟化について
　　　　　検討

②取組を更に進めるための支援（①に加え）
報酬改定 ： 介護報酬上の評価について検討

①取組が進んでいない事業所へのアプローチ

国等が事業所の取
組効果のデータを
取得（補助金等の
条件）

⬇
国における分析・
事業所へのフィー
ドバックを検討

ICT機器等の
UI・デザインの
改善
（既存予算）

体制整備

人材育成

資金援助
取組支援

施設系サービスにおける生産性
向上推進のための体制整備の充
実について検討
ロボット・ＩＣＴの導入補助、定着
支援までを含めた伴走支援（補
正予算）、都道府県の窓口設置
伴走支援人材や事業所の中核人
材の育成（研修支援）

生産性向上の
取組が進んでい
る事業所

デジタル等を単
に導入している
事業所

取組が進んで
いない事業所

生産性向上の
取組が進んで
いる事業所

取組が進んでいな
い事業所

※事業所内の推進
体制による
PDCAの循環

データ
提供

フィード
バック

ニーズ
提供

使いやすい
機器の提供

介護分野におけるデジタル行財政改革の方向性図表


